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令和６年鋸南町教育委員会第１２回定例会議事録 

 

1. 日 時 令和６年１１月２１日（木）午後２時００分～午後２時５５分 

 

2. 場 所 鋸南町立中央公民館 ２階会議室 

 

3. 出席委員 教育長 富永 安男 教育長職務代理者 山野 正人 

 委員 篠原 恭惠 委員 伊藤 尚徳 

 

4. 出席職員 教育課長 安田 隆博  主任指導主事 助川 孝浩  

 教育総務室長 福原 規生 生涯学習室長 山口 東子 

 

5. 開 会 富永教育長が開会を宣言 

 

6. 議事録署名人の指名   富永教育長が伊藤委員を指名 

 

7. 議事録の承認 令和６年１０月１７日開催の第１１回定例会議事録について承認 

 

8. 教育長の報告  

教育長の報告ですが、本日は２点報告します。 

１点目ですが、この１１月１４日に懲戒処分の指針一部改正の通知が県教委からござい

ました。飲酒運転にかかるものです。運転者については、飲酒運転をした職員は即、免

職。同乗者等でありますが、飲酒運転であることを知りながらその車両に同乗していた

職員、または飲酒を進めた上、飲酒運転を止めなかった職員は免職とする。とより厳し

くなりました。お互いに気をつけたいと思います。鋸南町は、南房総教育事務所管内

で、不祥事ゼロの教育委員会となっており、今後もゼロでいきたいと思っておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

２点目ですが、私が個人的に大変嬉しことがありました。日本原水爆被害者団体協議

会が、ノーベル平和賞を受賞することとなりました。私見ですが、世界で頻繁に戦争や

ら何やら起こっているのは、やっぱり核の存在があるからだと思います。日本は、残念

ながら核兵器廃絶の批准国になっていません。１００カ国に近い国は、批准国に加盟し

ているわけですから、やはり国際社会はそういう方向がいいと思います。まだ、ロシア

もウクライナも全く片付いていないし、アフリカのスーダンやウガンダは７２０万人ほ

どの難民を受け入れて大変です。それが現実です。やはり核兵器の存在というのは、ど

の国にとっても脅威であるということがよくわかると思います。 
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それからもう一つは、平田先生がお亡くなりになりました。平田先生は、勝山小学

校、鋸南小学校と長年お世話になった方で、２０年にも及ぶ教員生活を鋸南町で過ごし

ました。本当に性格の良い先生で、残念です。 

以上で教育長の報告を終わります。 

 

10.報告事項 

(1)行事の後援の承認について 

・福原教育総務室長から、行事の後援承認は前回の定例会以降４件だった旨、報告

がなされた。 

 

(2)各担当からの報告について 

①助川主任指導主事から、各学校の様子について報告がなされた。 

・篠原委員から「中学校では、さまざまな課題を持った子どもたちがいる中で、一人ひ

とりと向き合って対応していただいていると感じた。先生方をはじめ関係されてい

る方々に感謝をしたいと思った。」との感想が述べられた。 

 

②山口生涯学習室長から、町民運動まつり、文化祭等の実績について、いきいき学

級、青少年相談員の芋掘り等社会教育行事について報告がなされた。 

 

③福原教育総務室長から、教育総務室関係の１２月予算要求の内容について、地産

地消給食の提供について報告がなされた。 

 

④安田教育課長から、教育の日行事について報告がなされた。 

・篠原委員から「頑張っている方々が表彰されよい表彰式だった。」との感想が述べら

れた。 

・伊藤委員から「子どもたちが一生懸命考え発表したことに感銘を受けた。子どもたち

同士で活発な意見交換が行われてよかった。」との感想が述べられた。 

・山野委員から「障害を持っている子も表彰されてよかった。」との感想が述べられた。 

 

12.その他 

 ①福原教育総務室長から、今後の行事日程について、別紙説明資料により報告・説明が 

なされた。 

②富永教育長から、２月定例会日程について協議があり、２０日木曜日中央公民館で開

催することに決定した。 
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13. 閉 会  富永教育長が閉会を宣言 

 

 

 以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。 

 

令和６年１２月１９日  

 

 

鋸南町教育委員会  教 育 長  富 永 安 男 

  教 育 委 員  伊 藤 尚 徳 

議 事 録 作 成  事 務 局  福 原 規 生 

  


